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令和７年９月 報道機関との定例懇談会 要旨 
 

１ 日  時 令和７年９月２日(火)13：15～14：00 

２ 会  場 市長応接室 

３ 参 加 者 報道機関８社、市側 

４ 懇談の概要 

(1) 情報提供項目 

三船十段杯争奪柔道大会及び柔道教室、ふるさとゆかりの偉人マンガの活用事業ワークショッ

プ、避難行動要支援者名簿の共有等に関する協定調印式など、市長から８件お知らせした。 

 

(2) 記者との質疑応答 
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久慈カブミーティング 

スケジュールと参加者数、義援金・参加費の扱い（贈呈式などを行うのか）について

お聞きしたい。 

約２時間で、オープニングセレモニー、一番遠くから来たで賞、最年少・最高齢賞な

どの各賞企画、じゃんけん大会、フリータイム、自由参加型ツーリングなどを予定。参

加申込は現時点で 40～50 名程度だが、当日参加者の増加も見込まれる。義援金の贈呈

式は当日予定しておらず、参加費として徴収する予定。 

 

避難行動要支援者名簿の共有等に関する協定調印式 

避難行動要支援者名簿の進捗目標や人数、取り組み開始時期、成果などをお聞きした

い。 

担当課へ確認のうえ、後日回答する。 

 

認知症カフェ in図書館と上映会 

内容についてお聞きしたい。 

上映会は９月３日（水）の 14 時から 16時までの２時間。認知症カフェは 10 時から

16 時 30 分まで。認知症カフェは昨年度まで NPO 法人が主体だったが、今回初めて市も

参加し、映画上映会と合わせてセットで実施される。映画上映中は相談を一時中断し、

終了後に再開する。認知症カフェのみだが、６日にも開催する。 

 

元地域おこし協力隊小野沢りんさんの闘牛ウエディング牛前式 

９月 7日（日）11 時からの闘牛大会に先立ち 10 時から、元地域おこし協力隊の小野

沢りんさんの闘牛ウエディング牛前式を行うので、ぜひ取材にお越しいただきたい。 

 

八芳園オープニングセレモニー 

内容についてお聞きしたい。 

市と株式会社八芳園は令和３年 12月に包括的連携協定を締結し、観光プロモーショ

ンなどに協力いただいている。16日に同社の全館リニューアル完成披露が行われるた

め、その完成披露に参加する。 
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９月 11 日災害時における応急対策業務に関する協定締結式 

協定締結の内容についてお聞きしたい。 

市内の測量設計会社６社で結成する久慈地区測量設計業の連絡協議会と、災害時にお

ける応急対策業務に関する協定締結式を実施する。これにより、災害時の緊急測量や対

応が必要な際に、今までの個別契約よりも協会を通じて複数箇所への迅速な対応が可能

となる。締結式に向けて、後日、建設企画課からプレスリリースを行う。 

 

10 月 11 日開催の津波避難訓練 

 津波避難訓練の昨年との変更点と目標人数、昨年と日程を変更した理由、カムチャツ

カ沖地震・津波を踏まえた訓練対応などについてお聞きしたい。 

避難場所は昨年度の 46箇所から１箇所追加され、NTT ビルを含む 47 箇所に増加。大

きな変更点としては、久慈市職員ではなく自主防災組織が受け入れを担当する場所が、

昨年度の３箇所から 28箇所に拡大する。自主防災組織は受付、物品配布、避難者数の

報告などを行う。目標人数は 2100 人。昨年度は 1669 人、一昨年度は 2043 人だった。 

避難訓練の時期は、昨年は９月だったが、今年は久慈市内の大きなイベントを避け、

参加しやすいよう 10 月に変更した。あまり寒くならない時期であることも考慮した。 

カムチャツカ沖地震・津波の経験を踏まえ、市職員が現地に行けない、道路寸断やラ

イフライン途絶時も想定し、自主防災組織が初期受け入れを担う体制を目指す。今回は

浸水エリア内の自主防災組織に声をかけ 28 箇所で実施するが、最終的には全避難場所

で自主防災組織が初期受け入れを担える体制を目標としている。 

 

「ひなび久慈号」で行く久慈秋まつりを楽しむ日帰りツアー 

 久慈の乗り入れ時間をお聞きしたい。 

 秋まつりの 21日に観光列車「ひなび」が久慈駅に初めて乗り入れる。これは JR重点

共創エリアイベントの一環。ひなびの久慈駅着は 14 時 45 分、発は 19時となる。 

 

 

洋上風力発電について 

 株式会社三菱商事が、秋田県と千葉県で展開している洋上風力発電事業から撤退する

と表明したが、市の洋上風力発電の誘致の方針に変更はないのか。また、建設費の高騰

や国際情勢など、自然エネルギーを取り巻く環境の変化をどのように受け止めているの

か。 

国の第７次エネルギー基本計画に基づき、再生可能エネルギーを主力電源とする方針

を継続する。久慈市は洋上風力発電を人口減少対策、地域の活性化の起爆剤と位置づけ

ており、今後も取り組みを継続して進める。国も入札制度や価格高騰への対応を検討し

ており、同社の撤退が日本全体の洋上風力発電事業からの撤退を意味するものではない

と考えている。 

同社の撤退を受け、国や県に対して再生可能エネルギーへの支援策強化を求めていき

たい。特に原子力発電と同規模あるいはそれ以上の国の支援策が必要であると思う。再
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記 者 

 

市 長 

生可能エネルギーの買い取り価格が下がり気味であるが、国民の電気料金への上乗せと

ならないよう国民負担とのバランスを考慮しつつ、国内でエネルギー代を回す選択肢の

必要があると思う。国際情勢の緊迫化による原油供給不安など、生活が直接影響を受け

る現状を変えるため、国が多少の価格高騰を吸収する支援策を講じ、日本国内でエネル

ギー経済を循環させるべきだと考えている。 

 

市議会が岩手県に建設を要望した津波避難所として利用可能なドーム球場について 

 ８月 19 日に、市議会が県に対して提出した「津波避難所として活用できるドーム球

場」の建設を要望する意見書について、市の見解をお聞きしたい。 

 請願が採択されたことを受け市議会が県へ要望した。現時点で市としてドーム球場の

構想は持ち合わせていない。市の対象避難者は 16,670 人と設定しているが、現在、津

波避難所は 29 か所で、収容できるのは 3,973 人分にとどまっている。避難所の収容人

数を増やす必要はあるものの、千人規模を受け入れられる大規模避難所の建設について

は課題も多い。 

建設後の日常的な管理方法や管理経費、建設費の負担割合といった内容を整理してい

くことも重要で、市民の受け止め方や市の財政状況も踏まえながら検討を進めていく必

要がある。今後は、議会からの情報提供も受けつつ、議会とともに方向性を整理してい

くことが重要である。 

以 上 





久慈市 

報道機関との定例懇談会 提供資料 

日時：令和７年９月２日(火) 13：15～ 

場所：市長応接室 

番号 資料名等 担当課 備考 

１ 主要行事予定 各課共通  

２ 三船十段杯争奪柔道大会及び柔道教室 生涯学習課  

３ 
ふるさとゆかりの偉人マンガの活用事業 

ワークショップ 
生涯学習課  

４ ふれあい消防フェア 久慈消防署  

５ 久慈カブミーティング 地域づくり振興課  

６ 久慈秋まつり 商工観光課  

７ しゃべくり笑おう☆「魁・お笑い塾」 長内市民センター  

８ 
あまちゃんマラソン第 10 回大会及び 

記念講演会 
生涯学習課  

９ 
避難行動要支援者名簿の共有等に関する協定

調印式 
社会福祉課  
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定例記者懇談会資料

令和７年度ふるさとゆかりの偉人マンガの活用事業ワークショップ

「未来は白紙のノート。さぁ、何色で描く？」

●講師プロフィール

＜あねがわ＞

盛岡市在住の歴史創作漫画家。特に、盛岡藩や長州藩をテー

マにした作品や原敬に関するマンガを製作。2021 年、山口市

幕末明治維新漫画コンテストで４コマ漫画部門で最優秀賞を受

賞。「いわてマガジン」や「盛岡タイムス」に連載経験あり。

「マンガふるさとの偉人 タマシン・アレン」

令和６年３月 発行：久慈市

担当：久慈市教育委員会

生涯学習課 五十嵐

TEL 0194-52-2156

久慈市では、令和５年度に公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団助成事業「ふるさとゆかりの

偉人マンガの製作と活用事業」の助成を受け、久慈市名誉市民の故人タマシン・ア

レン女史を題材としたマンガを製作しました。令和６年度からは、マンガを活用し

た事業に取り組んでおり、今回のワークショップもその一環として市内中学生を対

象に開催するものです。

本事業は、ふるさとへの興味関心の向上と、将来の生き方や生活（自己のキャリ

アについて）を考えるきっかけとすること、加えて、物語をとおして身の回りの出

来事に関心を向け、自分事と捉え主体的に考え行動する力を身に付ける一助とする

ことを目的としています。

記

１．日 時 令和７年９月８日（月） 13:30～15:30

２．場 所 久慈市立夏井中学校

３．対 象 夏井中全校生徒 28名（１年生 10 名、２年生 11名、３年生７名）

４．内 容

(1)あねがわ氏講話（約 45 分）

（「マンガふるさとの偉人 タマシン・アレン」作画者）

(2)ディスカッション（約 60分）

参加者：夏井中生徒、あねがわ氏

ファシリテーター：久慈市教育委員会生涯学習課長 二又壽大

マンガは電子書籍でも見れます（無料）

←電子書籍 QRコード
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しゃべくり笑おう☆「魁・お笑い塾」

日々の会話に、笑いは足りていますか？会話の中に笑いがあれば物事

はうまく運びます。笑いは会話の潤滑油です。笑いが会話の中に一つあ

るだけで、その会話がどんどん弾んでいき、学校でも、職場でも、人間

関係が良好になります。

本講座では、お笑いのプロである講師の指導の元、

漫才ネタを作り上げていく過程で、会話への笑いの

取り込み方、会話のキャッチボールの仕方、どう表

現すれば相手に通じやすくなるのか等、コミュニケ

ーションに必要不可欠なスキルを学びます。

ＳＮＳ全盛期の今だからこそ、顔を向き合わせて

しゃべくり、お互いに笑い合ってみませんか？

日 時：９月 22 日（月）、29 日（月）、10 月６日（月）

18 時～20 時

場 所：長内市民センター（サンエール）

講 師：芦口和哉（あしぐちかずや）＆村田佳之（むらたよしゆき）

※コンビ名は善し悪し（よしあし）で８月 24 日（日）に開催

された M-1 グランプリ 2025 において 1回戦仙台予選突破

内 容：漫才ネタの作成。ペアになり、ネタを作ります。

参加者：どなたでも（小学生以上）（長内地区以外でも可）

※先着３０人（１５ペア）

ペアで漫才ネタを作って頂きますので２人で参加願います

（小学生だけでの参加は不可、大人とペアで参加すること）

費 用：無料

持 物：ネタを書き留めるノート、筆記用具

その他：３回すべて参加できなくても可

３回かけて一つの漫才ネタを作り上げます

申 込：サンエールまで電話又は QR コードで申込

TEL:0194-52-7400
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（様式）

担当課 生活福祉部社会福祉課

標題

（行事名）

「避難行動要支援者名簿の共有等に関する協定書調印式」につい

て

開催日時 ９月 29 日 13 時 30 分から

会場 市長応接室

事業の概要

当市では「避難行動要支援者支援事業」として、災害時に家族

等の援助が困難で、避難に何らかの助けを必要とする方たち（避

難行動要支援者）が、地域の中で支援を受け、災害時に迅速かつ

的確に避難できるよう、避難行動要支援者の名簿登録整備を行っ

ている。

今回、６団体から名簿共有の申出をいただいたことにより、先

に協定を締結した市内の 65 町内会（自主防災組織含む）を含め、

71 団体と協定を締結することとなり、その締結率は 49％（71/143

町内会）となる。

大規模な災害が発生した際には、すぐに行政が対応できない場

合があると想定され、町内会には、高齢者や障害者の避難誘導や、

避難所でのケアなどの対応をお願いする場合があると思われる。

市、民生児童委員、消防・警察、消防団、社会福祉協議会の他、

町内会と要支援者名簿を共有することにより、支援が必要な方々

に対して速やかな対応が可能になることが期待される。

【協定締結団体】

・横倉・日当・深田元村町内会

・宇津目町内会

・新中の橋町内会

・くにさか町内会

・枝成沢町内会

・来内自治会

その他
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